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日
本
の
後
世
派
の
開
祖
と
言
わ
れ
る
田
代
三
喜
と
曲
直
瀬
道
三

を
研
究
す
る
過
程
で
、
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
田
代
三

喜
の
医
書
、
『
本
方
加
減
秘
集
』
を
見
出
し
た
。

本
書
は
大
阪
府
立
図
書
館
石
崎
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
一

冊
、
五
一
丁
よ
り
な
る
筆
写
本
で
、
国
書
総
目
録
に
は
記
載
が
な

く
、
ま
た
、
石
崎
文
庫
の
目
録
に
は
書
名
は
あ
る
も
の
の
、
筆
者

が
誰
で
あ
る
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

本
書
に
は
序
文
や
編
墓
さ
れ
た
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
末

尾
附
近
に
「
三
帰
撰
之
」
と
あ
る
。
本
書
の
内
容
の
一
部
に
『
和

極
集
』
と
の
密
接
な
関
連
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
の
著

者
は
、
「
和
極
集
』
と
同
一
の
著
者
、
初
代
の
田
代
三
喜
で
あ
る
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
編
募
さ
れ
た
年
は
、
新
撰
『
和

極
集
」
か
ら
没
年
に
至
る
間
、
一
五
二
五
年
か
ら
一
五
四
四
年
の

４
田
代
三
喜
の
新
発
見
の
医
書
「
本
方
加
減

秘
集
」
の
検
討

遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子

間
と
推
定
さ
れ
る
。

本
書
の
内
容
は
二
六
病
門
か
ら
な
る
基
本
処
方
の
部
（
「
本
方
」
）

と
三
一
病
門
か
ら
な
る
加
減
方
の
部
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、
両
者

は
相
互
に
呼
応
し
合
う
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
『
和
極
集
」
を

は
じ
め
、
三
喜
の
医
書
の
多
く
は
「
基
本
処
方
と
そ
の
加
減
方
」

と
い
う
二
本
柱
で
構
成
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
本
書
は
そ
の
特

徴
を
最
も
顕
著
に
表
現
し
て
い
る
。

本
書
に
お
け
る
基
本
処
方
は
一
般
的
な
処
方
が
大
半
を
占
め
、

中
で
も
、
「
和
剤
局
方
』
に
由
来
す
る
も
の
が
最
も
多
い
。
他
言
に

見
ら
れ
な
い
本
書
の
特
徴
は
、
各
病
門
の
基
本
処
方
の
数
が
極
め

て
少
な
い
点
、
な
ら
び
に
、
「
諸
病
通
用
之
薬
方
」
と
い
う
項
目
が

存
在
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
諸
病
に
通
用
す
る

薬
方
」
を
設
け
て
各
病
門
の
基
本
処
方
の
数
を
抑
え
、
ま
た
、
基

本
処
方
を
抑
え
た
た
め
に
生
じ
る
不
足
部
分
を
加
減
方
の
部
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
対
処
し
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。

基
本
処
方
の
中
に
、
中
国
の
経
方
書
に
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
処
方
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
と
に
、
こ
の
こ
と
は
「
諸

病
通
用
之
薬
方
」
の
項
目
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
（
一
五
処
方
中
、

一
三
処
方
）
。
著
者
ら
は
、
当
時
の
日
本
の
関
連
医
書
を
調
査
し
、
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次
の
医
書
の
中
に
、
そ
れ
ら
の
処
方
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
出
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
処
方
は
日
本
で
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と

推
定
し
た
。

・
半
井
家
宣
巻
之
書
」

・
半
井
道
三
『
周
監
方
」

・
半
井
家
『
家
伝
慶
拝
湯
加
薬
」

・
曲
直
瀬
道
三
『
医
心
正
伝
」
・
「
蘇
人
湯
方
」
（
↑
半
井
家
）

。
『
三
位
法
眼
家
伝
秘
方
』
（
↑
半
井
家
？
）

・
西
忍
『
藪
明
集
』
（
↑
田
代
三
喜
？
）

こ
の
結
果
、
「
諸
病
通
用
之
薬
方
」
に
あ
る
多
く
の
処
方
は
、
半

井
家
の
家
伝
の
秘
方
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

半
井
家
の
経
方
書
を
時
代
を
追
っ
て
整
理
し
て
み
る
と
、
時
代

が
下
る
に
つ
れ
て
基
本
処
方
の
種
類
を
減
ら
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
例
え
ば
、
「
通
仙
院
法
印
半
井
蘆
庵
伝
十
三
方
」
（
曲
直
瀬

道
三
『
医
心
正
伝
」
所
収
）
で
は
、
「
和
剤
局
方
」
等
の
処
方
の
中
か

ら
応
用
範
囲
の
広
い
一
三
の
基
本
処
方
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
加

減
方
を
附
し
て
諸
病
に
対
応
す
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
曲
直
瀬
道
三
が
半
井
明
英
か
ら
拝
受
し
た
と
言
わ
れ
る
家
伝

の
秘
方
、
「
蘇
人
湯
方
」
は
一
つ
の
基
本
処
方
と
二
○
○
近
い
加
減

方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
半
井
家
『
家
伝
慶
拝
湯
加
薬
」
に
お
い

て
も
「
慶
拝
湯
」
と
い
う
一
つ
の
基
本
処
方
と
一
○
○
近
い
加
減

方
よ
り
な
っ
て
い
る
。

半
井
家
の
経
方
言
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
基
本
処
方
、
な
ら
び
に

「
基
本
処
方
と
加
減
方
」
と
い
う
構
成
を
勘
案
す
る
と
、
『
本
方
加

減
秘
集
』
に
お
け
る
田
代
三
喜
の
医
説
は
半
井
家
の
医
学
の
影
響

を
多
分
に
受
け
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
田
代
三
喜
の
医
学
に
関
す
る
研
究
は
、
も
っ
ぱ
ら

中
国
本
土
の
李
朱
医
学
と
の
関
係
を
重
視
し
、
日
本
の
伝
統
的
な

医
学
と
の
関
連
性
に
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。
平
安
時
代
以

来
、
日
本
の
宮
廷
医
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
半
井
家
の
医
学
と
の

類
縁
性
は
、
三
喜
の
医
学
の
ル
ー
ツ
を
知
る
上
で
重
要
な
示
唆
を

与
え
て
く
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
今
日
で

は
顧
み
ら
れ
な
い
「
田
代
三
喜
は
半
井
道
三
の
門
人
で
あ
っ
た
」

と
い
う
『
梅
の
花
」
の
説
も
再
考
さ
れ
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

（
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京
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植
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）


